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スカイライン クーペ 

Nissan ’ s  Approach  to  CSR

日産のCSR
―短期視点と長期視点のバランスを追求 
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社会のさらなる発展に貢献する真のグローバル企業を目指して

日産は「人々の生活を豊かに」することをビジョンに掲げており、製品・サービスの提供を通じた価値の創

造はもとより、グローバルなあらゆる事業活動を通じて、社会のさらなる発展に貢献していくことを目指し

ています。そのためには、日産の持続的な利益ある成長と、社会の持続可能な発展、この2つの方向性をつ

ねに一致させた経営を行うことが重要であり、この方向性の一致には、CSRの概念を経営に取り込むことが

有効です。そして、これはさまざまなステークホルダーとの信頼関係の醸成につながると考えます。

近年、企業に対してCSR（企業の社会的責任）の視点に立った経営活動が求められており、多くの企業が

そうした声に応えるために、CSR活動の推進を強化しています。しかし、CSRのとらえ方や推進手法につい

ては、国や企業、各種団体ごとにさまざまなものがあり、グローバルに議論され続けています。日産では、

CSRとはさまざまなビジネスの領域において、右の3つのバランスを追求するプロセスマネジメントツール

であるととらえています。

日産の考えるCSRとは

CSRの概念を 
取り入れた経営 

日産の成長 

社会の発展 

ステークホルダーとの 
信頼関係の構築 

持続的な 
利益ある成長 

お客さま 

社員 ビジネス 
パートナー 

地域社会・ 
将来世代 

株主・ 
投資家 

1.

2.

3.

短期視点と長期視点のバランス  
企業の成長と社会の発展のバランス  
企業が提供する価値の 
ステークホルダー間のバランス 

日産が追求する3つのバランス



008Nissan
Sus ta inab i l i t y  Repor t
2009

はじめに 

CEOメッセージ 

日産のCSR 

日産独自のCSRマネジメントウェイ 

日産CSR重点9分野 

日産CSRスコアカード 

ステークホルダー 
エンゲージメント2008 

地球環境の保全 

安全への配慮 

ステークホルダーへの価値の向上 

コーポレートガバナンス 

社員一人ひとりが考える 
サステナビリティ 

事業概況 

第三者意見書 

001

002

006

007

014

017

022

023

060

074

111

121

125

129

日産のCSR方針と重点9分野

日産は、CSRを定義する「日産CSR方針」および「CSR重点9分野」を定めています。これらの策定にあ

たっては、社内外の声を広く取り込むため、社内では役員層を対象とした「CSR自己診断インタビュー」およ

び部次長層を対象とした「CSRワークショップ」を実施。社外からのフィードバックとしては、世界各地の格

付機関の評価、メディアの評価、他社ベンチマークなどを参考にしました。

日産CSRマネジメントウェイ

日産CSR方針 

日産CSR方針は、「ビジョン」「ミッション」「日産ウェイ」のもとにおかれ、 
さまざまなステークホルダーへの価値創造に貢献します。 

※「ビジョン」「ミッション」は1ページ、「日産ウェイ」は112ページ参照 

ビジョン 

日産CSR方針 

日産ウェイ 

ミッション 

・ 
  
・ 
 
  
・ 

日産のあらゆる活動は、倫理的行動、高い透明性に裏打ちされたコーポレー
トガバナンス（企業統治）、そして多様性の尊重のうえに成り立っています。  
私たちが目指すのは、企業として持続的な利益ある成長を追求すると同時
に、持続可能なモビリティと社会の実現に向けて積極的に貢献していくこ
とです。  
世界中のステークホルダーの声に耳を傾け、協力し合うことで、信頼と機
会を生み出し、価値を創造し続けていきます。 

お客さま 

社員 
ビジネス 
パートナー 

地域社会・ 
将来世代 

株主・ 
投資家 

日産CSR重点9分野 

誠実 

公平・公正を旨とし、法令と
会社のルールを順守して行
動し、事業を遂行します。 

世界で高品質が認められる
製品やサービスを創造します。 

品質 

技術の革新に加え、安全推
進活動に積極的に取り組み、
クルマ社会をより安全なも
のにしていきます。 

安全 

ブランド 

人、環境、そして事業を営む
地域社会への配慮で知られる、
信頼されるブランドを創造し
ます。 

多様な人財が自らの成長を
実感できる、魅力的な組織と
なることを目指します。 

社員 

NGOとのパートナーシップ
により、地域社会や人びとの
繁栄に寄与します。 

社会貢献 

持続的な利益ある成長を目
指します。そして社会全体の
経済的発展にも貢献します。 

経済的貢献 

クルマのライフサイクルから
生じる環境負荷を低減し、持
続可能なクルマ社会の実現
に貢献します。 

環境 

サプライチェーンのあらゆる
段階において、倫理的で環境
に配慮した行動がなされる
よう促進していきます。 

バリューチェーン 
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「CSR方針」および「CSR重点9分野」の策定に加えて、重点9分野に関係する部門の部次長約30名から

なる「CSR ステアリングコミッティ」を設立し、各分野の進展を社内横断的に管理しています。

CSR ステアリング 
コミッティの設立 

CSR重点9分野 CSR方針 

社内からのフィードバック 社外からのフィードバック 

格付機関の評価 
CSR自己診断（役員層） 

メディアの評価 

他社ベンチマーク 

経営会議へ提案 

CSRワークショップ（部次長層） 

CSR ステアリング コミッティに関する組織図 

経営企画 

人事 

IR

技術企画 

購買 

環境 

安全 

地域渉外 

商品企画 

ダイバーシティ推進 

社会貢献 

内部監査 

品質 

コンプライアンス 

ブランドマネジメント 

法務 

など 

CSR 
ステアリング 
コミッティ 

エグゼクティブ・コミッティ 
（経営会議） 

取締役会 

・ グローバル環境委員会 

・ グローバル品質会議 

・ グローバルコンプライアンス 
委員会 

・ ダイバーシティ ステアリング 
コミッティ 

CSRの構成要素を司る 
各種の会議体 

など 

事務局 

グローバル 
コミュニケーション・ 

CSR本部 
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日産では、日々の販売活動において優れたCS活動を実践し、ブランドの価値向上に大きく貢献したディー

ラーに対する表彰制度を実施しています。世界中のディーラーを対象に選出される「グローバルNSSWア

ワード」を、2008年度は世界33ヵ国・42社（日本2社、米州6社、欧州15社、一般海外地域19社）が受賞し

ました。この表彰プログラムは、販売の最前線で活躍するディーラーのモチベーション向上を図ることに

よって、日産のCS活動とブランド価値創出が継続的に強化されることを目的としています。

「グローバル日産アワード」は、全世界の販売会社を対象に新車販売、アフターセールス、ブランド、CSか

らなる総合力を評価、表彰する制度で、2000年から実施しています。2008年度は世界約140社の中から、

4社が「グローバル日産アワード」を受賞するとともに、担当地域のマーケットにおいてシェア1位を獲得し

た2社に「特別賞」を贈呈しました。

販売会社はその市場における日産ブランドの象徴であり、そこで働く一人ひとりの意欲を高めることによ

り、日産はお客さまへの価値創造・提供を最大化することを目指しています。

サービス現場で働くディーラーテクニシャンのモチベーションとさらなる技術力向上を目的に、日産では2

年ごとに世界各地でサービス技術コンテストを実施し、卓越した技術力を持つ優秀なテクニシャンを表彰し

ています。今回2007～2008年までに各地域で開催されたサービス技術コンテストでは、世界で16名が選

出され、「2008 NISTEC（ニッサン・インターナショナル・サービス・テクニカル・コンテスト）グローバルア

ワード」を受賞しました。地域ごとのコンテストではグローバル共通の競技が実施され、その結果に対して日

産が技術力評価およびフィードバックを行うことで、さらなる技術力向上につなげています。

販売会社の総合力を評価、表彰する「グローバル日産アワード」

ディーラーテクニシャンの技能向上をうながす「NISTEC グローバルアワード」

「2008年グローバル日産アワード」の表彰式

「NISTEC グローバルアワード」の表彰式

ブランドの価値向上に貢献したCS活動を表彰する「グローバルNSSWアワード」

「2008年グローバルニッサン・セールス・
アンド・サービス・ウェイ（NSSW）アワード」の
表彰式
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日産では、販売会社とともに一貫性のあるCSRマネジメントを推進するため、日本国内の日産販売会社向

けにコンプライアンスを中心とした内部統制に関する説明会を継続的に実施しています。この説明会を通し

て各販売会社が行動規範の精度を高め、社員に対する教育の徹底を繰り返し実施していくことをお願いし

ています。2008年11月に開催した説明会には、全国の日産販売会社から47名のコンプライアンス担当者

が出席して、社会やお客さまに対して果たすべき役割、ブランド価値向上に求められる健全な企業活動のあ

り方などについて再確認を行いました。

日産は販売会社とともにコンプライアンスへの意識を共有し、より強固な内部統制の構築に努め、CSRマ

ネジメントのさらなる向上を目指しています。

販売会社と共同で取り組むCSRマネジメント

日本国内の主要販売会社向けに開催した
内部統制に関する説明会

Messages  f rom Our  S takeho lde rs

ジョゼ マルティンス 氏 

オークビル日産（カナダ） 
ゼネラルマネジャー 

今の時代、業種を問わず、成功を収めている企業はみな顧客の存在を重視しています。激しい

競争の中で収益性と成長を維持するには、新規顧客の獲得だけでなく、既存のお客さまの満足度

を高め、定着を図ることが欠かせません。それは会社全体が質の高いサービスの提供に力を注

いでこそ得られるものです。私たち販売会社にとって日産のブランド力と優れた製品品質が強力

な武器であることは確かですが、魅力的な製品だけでお客さまをつなぎとめることはできません。

日産が「ニッサン・セールス・アンド・サービス・ウェイ（NSSW）」で示す基準は、販売店がトータ

ルなCS（顧客満足）目標を達成するための指針となっており、販売会社やお客さまを含むすべ

てのステークホルダーを利するものです。CS活動の充実は、販売増や顧客の信頼、会社の収益

性に直結するものであり、私は販売会社として、日産のこうした姿勢に感謝しています。

ステークホルダーからのメッセージ

日産とともに
お客さま本位の販売サービスを
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企業市民として持続可能な社会の実現に貢献する

日産は「人々の生活を豊かに」というビジョンのもと、魅力ある製品やサービスを世界中に提供すると同

時に、持続可能な社会の実現に向け企業市民としての役割を果たしていきたいと願っています。日産はグ

ローバル社会の一員として、より良い社会の創造に寄与するさまざまな社会貢献活動に取り組んでいます。

日産は社会の持続可能性に寄与するため、「教育への支援」「環境への配慮」「人道支援」の3つの重点分

野を中心に、企業市民として果たすべき社会貢献活動に取り組んでいます。活動にあたっては、社会貢献活

動に携わる部署および役員による会社横断的な組織「社会貢献 ステアリング コミッティ」が、一貫性のある

活動に向けて議論を重ね、世界各地の日産の事業所とともにグローバルでビジョンを共有しながら、それぞ

れの国や地域の実情、ニーズに合った活動を展開しています。

事業所近隣では、雇用の創出など経済的な貢献はもとより、社会的な貢献を通して地域コミュニティとの

強固な関係づくりに努めています。国や地域を越えて取り組むべき課題には、グローバルな考え方と各地域

に最適な活動のバランスをとりながら、日産らしい貢献ができるよう心がけています。

日産らしさのある社会貢献活動を目指して

グローバル企業としての取り組み

社会貢献 ステアリング コミッティに関する組織図 

CEO

役員 

社会貢献 
ステアリング コミッティ 

事務局 
グローバルブランド 

コミュニケーション・CSR部 

経営企画 

人事 

開発 

地域渉外 

海外拠点 

生産 

広報 

マーケティング&セールス 
など 

人々の生活を豊かに 

人道支援 

環　境 教　育 
社員 

社会 

http://www.nissan-global.com/
JP/CITIZENSHIP/

社会貢献の取り組みに関する詳しい情報は、 
上記のウェブサイトに記載しています。 
あわせてご覧ください。 

http://www.nissan-global.com/JP/CITIZENSHIP/


103Nissan
Sus ta inab i l i t y  Repor t
2009

はじめに 

CEOメッセージ 

日産のCSR 

地球環境の保全 

安全への配慮 

ステークホルダーへの価値の向上 

お客さまのために 

株主・投資家の皆さまとともに 

社員とともに 

ビジネスパートナーとともに 

社会とともに 

コーポレートガバナンス 

社員一人ひとりが考える 
サステナビリティ 

事業概況 

第三者意見書 

001

002

006

023

060

074

075

083

086

096

102

111

121

125

129

日産は社会貢献活動への取り組みにおいて、以下のような点が重要と考えています。

日産ではグローバルな社会貢献活動として、「ザ・サイエンス・オブ・サバイバル」に協賛しています。この

企画は「2050年の世界にあなたはどのように生活しているか」をテーマとする来場者体験型の展示で、

2008年4月にロンドン科学博物館でスタートし、10月には米国ニュージャージー州のリバティ・サイエン

ス・センター、2009年4月からはマレーシアのクアラルンプールにあるナショナルサイエンスセンターでも

開催されました。日産は、「Moving（移動）」の分野で電動シティコミューター「PIVO」の1/4スケールモデ

ルや車載用リチウムイオンバッテリーなどの環境技術を出展。中期環境行動計画「ニッサン・グリーンプログ

ラム 2010」における取り組みの成果を子どもたちにも分かりやすく紹介し、環境問題をともに考える機会

を提供しています。

日産が（財）大阪国際児童文学館とともに開催している「ニッサン童話と絵本のグランプリ」が25周年を

迎えました。子どもたちに優れた童話や絵本を届けることを目的とした本グランプリは、アマチュア作家を

対象とした創作童話と絵本のコンテストで、大賞作品が小学生の国語教科書に採用されるなど、1984年の

創設以来数々の優秀作品を輩出しています。第25回グランプリでは、日本全国から寄せられた童話2,351

編、絵本679編の応募作品の中から38編の入賞作品を選び、表彰を行いました。大賞に選ばれた作品は毎

1.社員の自発的な参加意識を育てる
社員一人ひとりの社会貢献活動を積極的に支援し、より多くの社員が企業市民意識を持つことにより、 
大きな社会貢献の輪を育んでいきます。 

2.会社の強みや特性を生かした活動を考える 
金銭的な支援だけではなく、ノウハウや日産関連施設の活用など、 
日産が本業で培った資源を十分に生かすことによって、持続的な活動を行うことを目指しています。 

3.専門性のあるNPOやNGOとの協働 
日産の社会貢献活動をより実りあるものとするために、 
NPO（民間非営利組織）やNGO（非政府組織）と連携した協働プログラムの可能性を探求していきます。 

地球の未来をともに考える「ザ・サイエンス・オブ・サバイバル」に協賛

25年目を迎えた「ニッサン童話と絵本のグランプリ」

日本での社会貢献活動

ロンドンに続き
米国ニュージャージー州でスタートした
「ザ・サイエンス・オブ・サバイバル」

数々の優秀作品を輩出している
「ニッサン童話と絵本のグランプリ」
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年出版すると同時に、日産の販売会社を通じて公立図書館（約3,500館）や幼稚園など（約650園）に寄贈

しており、これまでの累計寄贈冊数は約16万冊に上ります。

絵本の世界を体験できる「ニッサンゆかいな絵本と童話展」（（財）児童育成協会との共催）も17回目を

迎えたほか、2008年度は本グランプリの25周年を記念して、大賞入賞者と審査員が創作上のヒントを語る

「創作オープンセミナー」を東京と大阪で、「原画展」を日産本社ギャラリー（東京・中央区）で開催しました。

未来を担う子どもたちに環境意識を高めてもらうため、日産はNPO法人気象キャスターネットワークとの

協働による環境教育プログラム「日産わくわくエコスクール」をスタートしました。2008年9月、神奈川県

厚木市立愛甲小学校の5年生約90名を対象に行われた初めての出張授業では、NPO所属の気象キャス

ターによる気候変動や地球温暖化の解説に続き、日産社員が自動車における環境への取り組みを紹介。未

来のエネルギーを体験する燃料電池キットカーの製作、日産の燃料電池車「エクストレイル FCV」への同乗

体験なども実施しました。日産では、多くの子どもたちと環境問題や未来のエネルギーについて一緒に考え

ていく機会として、今後もこのプログラムを神奈川県内の小学校を中心に拡充していく予定です。

日産は、2008年8月16日から24日まで開催された第2回「軽井沢八月祭」に協賛し、燃料電池車「エクス

トレイル FCV」最新モデル2台を提供しました。「軽井沢八月祭」は音楽祭を中心とした文化・芸術の祭典。

日産は実行委員会が目指す「環境に配慮したイベント運営」に賛同し、2年連続の協賛となりました。開催期

間中、2台の燃料電池車は演奏者の送迎に使用されたほか、来場者の同乗体験会や現地に特設した水素ス

テーションで水素充填のデモンストレーションを実施。地元の小学校4校を訪問して約330名の子どもたち

に環境授業も行いました。また「軽井沢八月祭」に関連して、軽井沢絵本の森美術館で「ニッサン童話と絵

本のグランプリ」作品展や童話の読み聞かせイベントなども開催しました。

産業界と教育界の連携による新しい社会貢献活動として、日産は神奈川県内の小学校5年生・6年生を対

象とした出張授業「日産デザイン わくわくスタジオ」を開始しました。これは文部科学省が推進するキャリ

ア教育プログラムの趣旨に賛同し、日産が独自に企画した職業体験授業で、第1回目は2008年9月に横浜

市内の公立小学校2校で5年生約230名を対象に実施しました。日産の現役カーデザイナーが、クルマがで

きるまでの過程やデザインという仕事について紹介するとともに、子どもたちが描いたクルマの絵をもとに

スケッチ作業のデモンストレーションを行いました。カーデザイナーの仕事を通して、夢を持つこと、ものご

気象キャスターとの協働による「日産わくわくエコスクール」を開講

第2回「軽井沢八月祭」に協賛、燃料電池車の同乗体験を実施

産学連携の新たな社会貢献活動「日産デザイン わくわくスタジオ」

出張授業では
燃料電池車「エクストレイル FCV」の
同乗体験などを実施

軽井沢八月祭で活躍した
燃料電池車
「エクストレイル FCV」

日産の現役カーデザイナーが
デザインの仕事を紹介
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とに一生懸命取り組むことの素晴らしさを伝え、子どもたちの可能性を広げる機会となるよう、楽しい授業

を目指しています。

「日産モノづくりキャラバン」は、日産の製造業としての経験・ノウハウをもとに、「モノづくりの楽しさ」を

子どもたちに体感してもらおうとの趣旨で企画された、日産オリジナルの教育支援プログラムです。小学生

向けに開発されたこのプログラムは、2007年に神奈川県下の公立小学校で開始したのに続き、2008年に

は栃木県、福岡県へと対象地域を拡大させ、2008年度末までに186校、412教室において出張授業を行っ

てきました。

授業内容は、組立おもちゃ「日産フレンド号」の組み立てを通して、チームで生産効率を上げるため改善と

創意工夫に挑戦してもらうセッションと、生産現場で実際に使用している工具を熟練社員の指導のもとで体

験できるセッションから構成されています。チームワークやモノづくりの楽しさを肌で感じてもらう新たな社

会貢献活動として今後も継続的に実施していく計画です。

日産は、2008年6月14日に発生した、岩手県内陸南部を震源とする「岩手・宮城内陸地震」により被害を

受けた地域への緊急支援として、日本赤十字社を通じて200万円の義援金を拠出しました。

日産は、社員がより積極的に社会貢献活動に取り組めるよう、資金面から支援する「日産ボランティア活動

資金支援制度」を1996年から導入しています。社員のシチズンシップ（市民）意識の醸成を目的に設けられ

たこの制度は、社員が寄付を行うときに会社からも同額の寄付（マッチング・ギフト）を提供するほか、ボラン

ティア活動や物品購入の費用が不足した際には、それらの資金的援助を行うものです。日産は「人々の生活

を豊かに」をビジョンに、社員が企業市民として取り組む自主的な活動を支援しています。

日産追浜工場では、地域関係団体とともに、全国車いすマラソン「日産カップ追浜チャンピオンシップ

2008」を開催しました。この大会は、地域の活性化と障がい者スポーツの普及を目的とした車いす陸上競

技の総合大会で、運営にあたり毎年約500名の日産社員や地域の方々がボランティアとして参加していま

す。2008年12月5日から3日間の日程で行われた第9回大会には、北京パラリンピックのメダリストを含む

製造業の強みを生かした教育支援プログラム「日産モノづくりキャラバン」

岩手・宮城内陸地震被災地域への義援金拠出

社員の社会参加を支援する「日産ボランティア活動資金支援制度」

地域との協働運営で全国車いすマラソン大会を開催

熟練社員の指導のもと、工具を使い、
モノづくりの楽しさを体験できるセッション

社員やOBが資金支援制度を活用して実施した
クリスマス・チャリティ・コンサート
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約200名の選手が参加。追浜工場内のテストコース「GRANDRIVE（グランドライブ）」や周辺の公道を利

用し、ハーフマラソンや短距離タイムレースを行ったほか、地元の小中学生を招いて車いす体験交流会を開

催し、障がいを持つ方々への理解を深める機会を提供しました。また、この大会を記念して設立された社員

による「太陽募金」では、集められた寄付金を障がい者スポーツ振興に役立ててもらうため、障がい者陸上

競技団体などに贈呈しています。

日産科学振興財団は、「社会の進歩のためのソリューションの創成」をテーマに、日本の学術文化に寄与す

る「環境研究」「認知科学研究」「科学・技術教育研究」の3分野に重点を置いた助成事業を行っています。

1974年の設立以来、これまでの助成実績は累計で約2,100件、助成金額は62億円に上ります。

1993年からは気鋭の研究者を褒賞する「日産科学賞」を毎年実施しています。2008年度は、京都大学

大学院生命科学研究科の石川冬木教授が「細胞老化を規定する染色体テロメアの研究」という題目で受賞

されました。石川教授の研究は、細胞の老化や癌化の仕組みを明らかにし、その予防・治療法の開発につな

がると期待されています。

2009年2月には、奈良先端科学技術大学院大学とともに「樹木植物バイオテクノロジー国際シンポジウ

ム」を共催。日産科学振興財団が支援を続けてきた若手研究者による研究成果のポスター展示など、内外

研究者との相互連携を図りました。

北米日産会社（NNA）はNGO「ハビタット・フォー・ヒューマニティ」とのパートナーシップを通じて、住居

がなく困っている方々のために安価な住宅を提供する支援活動を行っています。2008年には、100万ドル

の資金協力を通じて11軒の住居建設のスポンサーを務めました。このうち8軒は、省エネや節水など環境

に配慮したエコハウスです。これらのエコハウスでは、トイレやシャワーなどで使用する水量を減らし、室内

の温度調節を自動化したほか、エネルギー効率の良い小型の蛍光灯システムやリサイクル素材のカーペッ

トを使用しました。日産は2006年からハビタットの活動に協力しており、これまでに合計300万ドル以上の

寄付や大型トラックの提供を行っています。さらに、社員がボランティアとして活動に参加しており、これまで

に延べ4万時間分の労働力を提供しています。

車いすマラソン
「日産カップ追浜チャンピオンシップ2008」

科学技術発展への支援を通じて社会に奉仕する「日産科学振興財団」

災害や貧困で家を失った人びとへの支援協力

北米での社会貢献活動

社員がボランティアとして参加し、活動を支援
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英国サンダーランド大学の研究チームが、ガソリンと水素燃料の両方で走行可能な自動車の開発プロジェ

クトを立ち上げたことを受け、英国日産自動車製造会社では同社サンダーランド工場で製造する「アルメー

ラ」と、開発に必要な技術ノウハウを提供しました。このプロジェクトにより誕生した「ハイパワー日産アル

メーラ」は、水素燃料による走行中は水しか排出されないエコカーで、2008年9月にサンダーランド大学で

開かれた国際会議の場で発表されました。同車は新たな水素エンジン技術の開発研究に活用されるほか、

学校などの施設で紹介され、技術職に対する学生の関心を高めるのに役立てられています。

英国日産自動車製造会社は、盲導犬普及の資金を募るユニークなチャリティ・イベント「ブラインド・ドライ

ブ・デー」に協力しています。このイベントは、視覚障がいのある方がインストラクターとともに運転席・助手

席双方にコントローラーのある自動車に乗り、日産のテストコースを実際に走行することができるというも

のです。生まれて初めてクルマを運転する方々にとっては、忘れられない体験となっています。参加者には

ドライバーが運転するレーシングカーに同乗して高速サーキットコースを回るスリルも体感していただきま

した。

2004年のスマトラ沖大地震とインド洋大津波は、タイに未曾有の被害をもたらしました。これを受けてタ

イ日産自動車会社（SNA）は、シーカー・アジア財団に「アーバン（日本名：キャラバン）」を寄贈し、被災地

域の恵まれない子どもたちに本を届ける移動図書館として役立ててもらいました。寄贈にあたり、大量の本

を積み込めるように「アーバン」を改良したほか、維持・補修のサポートや燃料代の支援、教育に役立つ書籍

や教材の寄付も行いました。「日産移動図書館」によってタイの農村地域の子どもたちにも本が届けられて

おり、図書館のスタッフが本の読み聞かせなど多様な活動を通して、健全な読書習慣の育成に取り組んでい

ます。SNAは2008年、こうした教育プロジェクトの強化を決定し、対象地域を広げるために2台目の車両を

寄贈しました。

英国で新型水素自動車の開発プロジェクトを支援

欧州での社会貢献活動

運転の楽しさを分かち合うために

タイの子どもたちに本を届ける日産移動図書館

一般海外地域での社会貢献活動

新型水素自動車の開発プロジェクトを支援

視覚障がいのある方にテストコースで
運転の楽しさを体感してもらう
チャリティ・イベント

「アーバン」を改良し、
絵本をたくさん積み込んだ「日産移動図書館」



108Nissan
Sus ta inab i l i t y  Repor t
2009

はじめに 

CEOメッセージ 

日産のCSR 

地球環境の保全 

安全への配慮 

ステークホルダーへの価値の向上 

お客さまのために 

株主・投資家の皆さまとともに 

社員とともに 

ビジネスパートナーとともに 

社会とともに 

コーポレートガバナンス 

社員一人ひとりが考える 
サステナビリティ 

事業概況 

第三者意見書 

001

002

006

023

060

074

075

083

086

096

102

111

121

125

129

南アフリカ日産自動車会社（NSA）では、有意義な社会貢献を目指してさまざまなプロジェクトを展開して

います。このうち、移動眼科診療車「モバイルアイクリニック」、通学用カバンの「アドバッグ」、トンネル栽培

で野菜を育てる「ベジトンネル」の3つのプロジェクトは、NSAの社会貢献活動を代表する最重要プロジェク

トと位置づけられています。

「モバイルアイクリニック」は、南アフリカの農村地域の小学生に眼科検診を提供する活動です。視力検査

用の装置を完備した日産のバン「インタースター」で診療を行い、メガネが必要な子どもたちに毎年4,000

個ほどのメガネを処方しています。これまでに、アフリカで地域保健活動を展開するNPOのInternational

Centre for Eye Care Educationにバン1台を寄贈しています。

2006年に始まった日産の「アドバッグ」プロジェクトは、日産の看板材をリサイクルしてつくった通学用

カバンを農村地域の子どもたちに贈る活動です。バッグの製造は、心身に障がいを抱える方々に委託してい

ます。

3つ目の「ベジトンネル」とは、栽培面全体をネットで覆うことによって虫害を軽減し、収穫量を増やすとい

う取り組みです。プロジェクトに参加した農村地域の小学校は、1校につき2つの「ベジトンネル」を受け取り、

野菜はネットで覆ったトンネル状のハウスで安全に育てられ、主に給食用として使用されます。また、これら

の野菜の栽培作業を通して地元住民が報酬を得る機会も提供されています。NSAでは毎年、35の小学校

に「ベジトンネル」を提供しており、収穫した野菜は約2万5,000人分の給食に使われています。

NSAは、南アフリカにおける学校教育の環境改善にも協力しています。そのひとつが過去11年にわたっ

て協賛している「Rally to Read（読み書き大会）」です。毎年5月に南アフリカ7州で行われる同大会では、

参加企業が教材を寄贈。それらは大会後に農村地域の学校で読み書きの教本や図書館で所蔵する書籍とし

て使われています。また、教員には生徒の学力に合わせた効果的な教え方ができるよう、トレーニング教材

を配布しています。

南アフリカ日産によるさまざまな地域貢献活動

農村地域の学校に対する教育支援

小学校に「ベジトンネル」を提供し、
給食用の野菜を栽培

11年にわたり協賛している
「Rally to Read（読み書き大会）」
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南アフリカ・リンポポ州のブワニ科学館では、高校生を対象とした理数科の授業や実験教室を実施してい

ます。こうした学習機会を農村地域の学生にも提供しようと、NSAでは同センターとのパートナーシップの

もと、移動式科学実験車の提供や資金援助を行っています。このプロジェクトを通して科学機材や専門知識

に触れることで、学生たちは理数科目の成績が向上し、大学の技術系学科への入学資格を得る道も開けま

す。さらに、自動車業界への就職を目指す人材を増やす役割も期待されています。毎年15校以上、5万人を

超える学生にこうした機会が提供されています。

2008年、アジアで2つの国が大規模な自然災害に見舞われ、日産自動車は緊急救援活動に対する支援を

行いました。5月上旬にミャンマーで猛威を振るったサイクロン「ナルギス」で被災した地域への支援として、

NPO「ジャパン・プラットフォーム」に1,000万円を拠出。5月12日に中国・四川省で大地震が発生した際は、

中国赤十字総会に1,500万円を拠出したほか、中国での合弁パートナーである東風汽車有限公司から救難

作業用として10台の「キャシュカイ」を提供しました。

日産（中国）投資有限公司が開催している「日産10年徒歩シルクロード国際市民徒歩大会」は、シルク

ロード約7,000kmを10年かけて歩きながら募金活動を行うというイベントです。参加者にとっては、歴史的

なシルクロードをたどりながら中国の歴史や美術の素晴らしさに触れられるだけでなく、中国の教育や環境

問題についてあらためて考える良い機会となっています。このイベントでは、中国の貧困地域にある小学校

のための募金活動も行われています。

日産（中国）投資有限公司では、内陸部の貧困地域に住む人びとを列車病院内で無料診療する「健康列車

光明行き」事業に対する支援も行っています。初年度の2006年は10万元（約140万円）、2007年からは毎

年15万元（約210万円）の寄付を行い、主催者の中国商務省と中華健康列車基金会から感謝状が贈られて

います。

大規模災害地域への人道支援

中国・シルクロードを徒歩でたどる募金活動

科学技術への興味を育てる移動式科学実験車を提供

理数科目への興味を育てる
移動式科学実験車を提供

シルクロード7,000kmを10年かけて
歩きながら募金活動を行う
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Messages  f rom Our  S takeho lde rs

筒井 哲朗 氏 

特定非営利活動法人 
シャプラニール 
＝市民による海外協力の会 
（日本） 

私たちは、インド、バングラデシュ、ネパールの3ヵ国で貧困撲滅に取り組んでいる海外協力

NGOです。日産自動車とは、1998年度から始まった日産NPOラーニング奨学金制度、社内で

書き損じたはがきを集めてもらう「ステナイ生活」などで協力しています。私たちが活動する南

アジア地域の人びとの生活は、経済的に想像を絶するほど厳しいものです。しかし、「生きる力」

「家族の絆」「人を思いやる心」など一人ひとりの生活からは、学ぶべきこともたくさんあります。

南アジアの人たちも私たちと同じ「今」を生き、「希望」を持っています。そうした人びとの思い

を、日産の協力も得ながら、さまざまなプログラムを通して、日本に住む人たちと共有していきた

いと考えています。私たち一人ひとりが、住みよい地球をつくる当事者であること。そのために

できることは何なのか、皆さんと思いを膨らませてみたいと思います。

ステークホルダーからのメッセージ

貧困のない社会をともに築くために
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Corpora te  Gove rnance

コーポレートガバナンス 
―高い透明性を確保し、信頼され続ける企業に 

マキシマ 
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高い透明性を確保し、信頼され続ける企業に

コーポレートガバナンス（企業統治）の充実は、日産のCSR推進において要となる取り組みです。私たち

はCSRをより実効性のあるものとするため、経営陣の責任を明確にした目標や方針をステークホルダーに

公表し、その達成状況や実績をできるだけ早く開示しています。日産は経営の透明性を高いレベルで維持

し、ステークホルダーの皆さまとより強固な信頼関係を築いていきたいと考えています。

異なる文化や多様性（ダイバーシティ）を尊重しながら価値を創出する企業文化こそ、日産の自動車メー

カーとしての強みです。そして、その中核をなすのが「日産ウェイ」です。「日産ウェイ」は、「クロスファンク

ショナル・クロスカルチュラル」や「コミット アンド ターゲット」など私たちがルノーとのアライアンス（連携）

を通して復活する過程で得たエッセンスであり、今後の成長を確かなものとするための行動指針です。アラ

イアンスに基づく相互作用が、ボーダーレス時代にふさわしい経営哲学や企業風土の醸成につながってい

ます。

「日産ウェイ」の基本は、つねにお客さまに焦点を当て、継続的に価値を創出しながら業績向上を実現して

いくことです。この目標を実行するための行動指針として、5つの「心構え」と5つの「行動」を定めており、

2006年度からは日本語、英語、フランス語、中国語、ドイツ語、スペイン語、オランダ語、ロシア語の全8ヵ国

語でグローバルに共有しています。日産ウェイを実践するうえで、私たちが大切にしているのが“The

power comes from inside”「すべては一人ひとりの意欲から始まる」という考え方です。社員一人ひとり

が今自分は何をすべきかを考え、その達成に向けて挑戦することが日産の成長の原動力になると考えてい

ます。

独自の企業文化を反映した行動指針「日産ウェイ」

企業の持続的成長は一人ひとりの意欲から

日産ウェイ
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日産は、社内外に対して透明性の高い経営を重視するとともに、明確なコミットメントを達成するために、

一貫性のある効率的な経営を目指しています。この基本理念のもと、取締役会では、会社法に定める内部統

Mindsets  心構え

1. Cross-functional, Cross-cultural
クロスファンクショナル・クロスカルチュラル
異なった意見・考えを受け入れる多様性

2. Transparent  トランスペアレント
すべてを曖昧にせず、分かりやすく共有化

3. Learner  ラーナー
あらゆる機会を通じて、学ぶことに情熱を。 
学習する組織の実現

4. Frugal  フルーガル
最小の資源で最大の成果

5. Competitive  コンペティティブ
自己満足に陥ることなく、つねに競争を見据え、 
ベンチマーキング 

Actions  行動

1. Motivate  モチベート
自分自身を含め、人のやる気を引き出していますか？

2. Commit & Target  コミット アンド ターゲット
自ら達成責任を負い、 
自らのポテンシャルを十分に発揮していますか？

3. Perform  パフォーム
結果を出すことに全力を注いでいますか？

4. Measure  メジャー
成果・プロセスは誰でも分かるように測定していますか？

5. Challenge  チャレンジ
競争力のある変革に向けて継続的に挑戦していますか？ 

「すべては一人ひとりの意欲から始まる」 
焦点はお客さま、原動力は価値創造、成功の指標は利益です。 

公正で透明性のある企業活動を維持する内部統制システム

内部統制システム・コンプライアンス

エグゼクティブ・コミッティ 

オペレーションズ・コミッティ 

日産の内部統制システムの概要 

CSR ステアリング コミッティ

株　主 

監査役会 
（社外監査役を含む） 

内部監査部署 

会計監査人 

選任/解任 選任/解任 

監査 

報告 

報告 
報告/提案等 指示/監督/承認 

啓発/教育/運用 

連携 

監査 

選任/解任 

マネジメントコミッティ 

各部門 グループ各社 

内部統制委員会 

コンプライアンス委員会 

クライシスマネジメント委員会 

リスクマネジメント機能 

情報セキュリティ委員会 

取締役会 
（社外取締役を含む） 
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制システムおよびその基本方針を決議しました。取締役会はその責任において、体制と方針の実行状況を

継続的に注視するとともに、必要に応じて変更・改善を行っています。また、内部統制全般について担当する

取締役を置いています。

日産では、監査役会制度を採用しています。監査役は、取締役会への出席のほか、取締役などから職務状

況の聴取などを行い、取締役の職務執行全般にわたり監査をしています。また、定期的に会計監査人から監

査の計画および実施結果の報告を受けるとともに、意見交換を行い、その妥当性を判断しています。同様に、

内部監査部署からも定期的に報告を受け、監査の参考としています。

すべての社員が高い倫理観を持ってコンプライアンス（法令順守）を実践することが、日産のCSR推進の

基盤です。2001年には、日産グループすべての社員がどのように行動すべきかを「日産グローバル行動規

範」として定め、着実に展開しています。さらに「グローバルコンプライアンス委員会」を3つの地域ごとに

設置して、違法行為や非倫理的行為を未然に防ぐグローバルな体制を構築。法令・倫理順守機能を高めるた

め、各拠点が連携しながらコンプライアンスの周知徹底に取り組んでいます。

2009年度 グローバルコンプライアンス委員会組織 

責任者であるグローバルコンプライアンスオフィサーの統括のも
と、各地域ごとにコンプライアンス委員会を設置しています。内
部監査や社内からの通報などにより問題の早期発見に努めると
ともに、問題の解決、行動規範のさらなる整備や啓発活動を行っ
ています。 

グローバルコンプライアンスオフィサー 

アフリカ・中東・インド・欧州 
マネジメントコミッティ 

アフリカ・中東・インド・欧州 
コンプライアンス委員会 

アメリカズ（北中南米） 
マネジメントコミッティ 

アメリカズ（北中南米） 
コンプライアンス委員会 

日本・アジアパシフィック 
マネジメントコミッティ 

日本・アジアパシフィック 
コンプライアンス委員会 

日産自動車（株）コンプライアンス委員会 

関係会社各社のコンプライアンス委員会 

販売会社各社のコンプライアンス委員会 

日産自動車（株） 
部門別 

コンプライアンス委員会 

グローバルコンプライアンス委員会 

オペレーションズ・コミッティ 取締役会 

倫理的な企業活動を支える法令順守の枠組み

信条 
私たちは、お客さま・従業員・株主・取引先・地域社会に対し、
つねに実直・誠実・公正・敬意の姿勢を持って接します。下
記行動規範は、日産グループに働くすべての従業員に適用
となります。また、われわれ一人ひとりはこの行動規範をしっ
かりと維持・改善していく責任があります。 
 
グローバル行動規範（抜粋） 
1. 法律・ルールの順守 
2. 利益相反行為の禁止 
3. 会社資産の保護 
4. 公平・公正な関係 
5. 透明性と説明責任の確保 
6. 多様性の尊重と機会平等 
7. 環境保護 
8. 実践・報告の義務 

日産グローバル行動規範 
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日産は世界の各拠点に、コンプライアンス施策を進める担当部署と推進責任者を配置し、コンプライアン

ス意識の醸成に努めています。また、すべての社員が行動規範を正しく理解し、透明かつ公正な判断によっ

て行動するための教育を重視しています。

日本では、役員を含めたすべての社員を対象に「日産行動規範（日本版）～わたしたちの約束～」（2004

年4月制定）に関するe-ラーニングまたはVTR教育を行い、受講後には規範順守の誓約書へ署名を求める

など、周知徹底を図っています。また2007年度には、法改正などに対応するため、行動規範の改定と全社員

への再教育を実施し、コンプライアンスをさらに強化しています。

北米では法令順守の全社員教育を定期的に実施し、欧州では各国共通のガイドラインを作成。一般海外地

域でも、各国の事情を考慮したガイドラインを作成して周知活動に取り組んでいます。グループ各社でも同

規範を基準とした行動規範を導入しています。

また、「グローバル内部者取引防止管理規程」や「個人情報管理規程」などの社内規程を整備し、教育・研

修プログラムを通じて、周知徹底と啓発に取り組んでいます。

日産は、「日産グローバル行動規範」の第6条「多様性の尊重と機会平等」において、社員や取引先、お客

さま、地域社会の多様性を受容、評価、尊重し、差別やいやがらせは、どんな形、程度にせよ容認しないことを

定めています。役員および社員は、相互の人権を尊重し、人種、国籍、性別、宗教、身体障がい、年齢、出身、そ

の他の理由で差別やいやがらせを行ったり、その状態を容認することを禁止しています。また、職場におけ

るセクシュアル・ハラスメントやその他のハラスメント（いやがらせ）を許さないという立場で、男女を問わず、

すべての社員が被害に遭わないよう、その防止に努めています。

日産は社員一人ひとりがコンプライアンスを徹底し、企業活動が正しく行われるよう、内部通報制度「イー

ジーボイスシステム」を採用しています。社員が意見・質問・要望を会社に直接伝える仕組みを整え、業務や

職場の改善はもとより、企業倫理を順守する風土づくりに役立てています。2006年4月に施行された公益

通報者保護法に則した通報者保護の観点も織り込み、日本の日産グループ各社でも導入されています。

グループ・グローバルに推進するコンプライアンス啓発活動

人権尊重と差別・いやがらせの禁止

「日産行動規範（日本版）
～わたしたちの約束～」

健全な企業活動のための内部通報制度
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日産は、COO（最高執行責任者）直轄の独立したグローバル内部監査機能を設置しています。各地域で

は統括会社に設置された内部監査部署が担当しており、具体的な監査活動をチーフインターナルオーディッ

トオフィサー（CIAO）が統括することにより、グループ・グローバルに有効かつ効率的な内部監査を実施し

ています。

日産は、リスクを「日産グループの事業目標達成を阻害する要因」と定義し、リスクをいち早く察知・評価

し、必要な対策を検討・実行することにより、発生率の低減と発生した場合の被害を最小にとどめる努力を

しています。リスク管理はつねに具体的な対策とつながった、実質的な活動でなければなりません。日産で

は「グローバルリスク管理規程」に基づき、グループ全体で活動を推進しています。

事業環境の変化に迅速に対応するため、リスク管理の専門部署による役員層へのインタビューを毎年実

施。さまざまなリスクの洗い出しを行い、リスクマップの見直しを行います。経営会議において、全社的に管

理すべきリスクと各リスクの管理責任者を決定し、責任者のリーダーシップのもと、対策に取り組みます。さ

らに、それらの進捗状況は内部統制担当取締役が取締役会に対して適宜報告しています。

個別のビジネスリスクに対しては、発生時の影響と発生の頻度を極小化するため、各部門の責任において、

本来業務の一環として必要な予防対策を講じるとともに、発生時の緊急対応策を整備しています。国内外

の連結会社とも連携を深め、グループ全体でリスクマネジメントの基本的なプロセスやツールの共通化、情

報の共有化を進めています。

主な活動実績と今後の課題

2008年度は以下のようなリスク対策を行いました。

1.大規模災害対策

地震などの大規模災害に備えて、連結会社も含めた建物・設備の耐震補強を順次実施してきました。また、

災害後の事業継続計画を策定するため、主要な商品や工程を選定し、緊急時の復旧に必要なリソースの洗

い出しや代替工場の検討を行いました。

これらの対応をより円滑に進めるため、南関東直下型地震を想定したシミュレーション訓練を全社災害対

策本部長を務めるCOO参加のもと、毎年シナリオを変えて実施しています。明らかになった課題について

は、マニュアルなどに適宜反映させています。

独立した組織による効率的な内部監査を実施

リスクマネジメントの基本方針と管理体制
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2.新型インフルエンザなどの感染症対策

近年発生が危惧されている新型インフルエンザについては、全社的リスクマネジメントの枠組みの中で検

討チームを編成し、社員に対する啓発活動（パンフレットの作成と全社員への配布）、対応マニュアルの作成、

それらツールのグローバル展開、非常用機材の備蓄などの対策を進めています。

3. 生産継続を阻害するリスク対策

大規模災害以外にも生産の継続を阻害するさまざまなリスクが存在します。そうしたリスクに対応するた

め、労働災害、品質問題、生産能力などの観点からも対策を講じています。

また、主要なサプライヤーに対してアンケートや訪問調査を実施し、地震対策状況の把握や情報の共有化

を図るとともに、万一のときの対応について検討を始めています。

4. レピュテーションリスク対策

会社の評判に関するリスクに対しては、重要な法令などの順守について、社内セミナーや啓発活動、また

それらに関する監査を継続的に実施することで予防に努めています。

今後は、昨今の金融危機を受け、流動性や為替など従来の想定を超えるようなリスクが顕在化しているこ

とから、新たな課題に対する対応の強化を図っていきます。

日産では、「個人情報の保護に関する法律」を順守し、お客さまの情報を適正に扱うことが社会的責務で

あると認識し、社内の管理体制およびルール、手続きを整備した個人情報管理規定を策定し、日本国内のグ

ループ会社において徹底しています。

また、情報セキュリティ全般に対する取り組みの基本方針である情報セキュリティポリシーをグローバルに

共有化し、情報セキュリティ委員会のもと、社内外の情報漏えい事案などをもとに、情報セキュリティの強化

に必要な対策も随時実施しています。さらに、その徹底のため、情報セキュリティの社内教育を毎年継続的

に実施し、周知・定着を図っています。

個人情報保護の徹底と情報セキュリティに対する取り組み http://www.nissan.co.jp/
SITEINFO/privacypolicy.html

日産自動車（株）における個人情報の 
取り扱いに関する詳しい情報は、 
上記のウェブサイトに記載しています。 
あわせてご覧ください。 

http://www.nissan.co.jp/SITEINFO/privacypolicy.html
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http://www.unglobalcompact.org/

http://www.unic.or.jp/
globalcomp/index.htm

国連グローバル・コンパクトに関する 
詳しい情報は、上記の公式ウェブサイトを 
ご覧ください。 

http://www.wbcsd.org

持続可能な開発のための 
世界経済人会議（WBCSD）に関する 
詳しい情報は、上記の公式ウェブサイトを 
ご覧ください。 

より良き地球市民を目指して、「国連グローバル・コンパクト」へ参加

日産自動車は、国連が提唱する「人権・労働・環境・腐敗防止」についての普遍的原則である

「国連グローバル・コンパクト」に2004年1月以降、参加しています。「国連グローバル・コンパク

ト」は、国連のコフィー アナン事務総長（当時）が1999年に世界経済フォーラム（ダボス会議）

で提唱した、企業による自主行動原則です。

日産では、下記10原則に基づくさまざまな活動をいっそう強化するために、CSRマネジメント

を進めています。

グローバル・コンパクトの10原則 

人権 

①企業はその影響の及ぶ範囲内で国際的に 
宣言されている人権の擁護を支持し、尊重する。 

②人権侵害に加担しない。 

労働 

③組合結成の自由と団体交渉権を実効あるものにする。 

④あらゆる種類の強制労働を排除する。 

⑤児童労働を実効的に廃止する。 

⑥雇用と職業に関する差別を排除する。 

 

環境 

⑦環境問題の予防的なアプローチを支持する。 

⑧環境に対していっそうの責任を担うための 
イニシアチブをとる。 

⑨環境を守るための技術の開発と普及を促進する。 

腐敗防止 

⑩強要とわいろを含むあらゆる形態の腐敗を 
防止するために取り組む。 

「持続可能な開発のための世界経済人会議（WBCSD）」への参画

日産は、「持続可能な開発のための世界経済人会議（WBCSD）」に加盟しています。WBCSD

は、「経済成長」「環境保全」「社会的公平」という3本の柱による持続可能な発展に対して、共有

の決意を持つ国際的な企業の連合体です。現在、世界35ヵ国を超える国から、20以上の業種に

わたる約200の企業が参加しています。

産業界の貢献を実現するためにWBCSDが実行すべき目標は以下のとおり。

・ 産業界におけるリーダーシップ―持続可能な発展に向け産業界を導く存在となること 

・ 政策策定―持続可能な発展に産業界が貢献するための枠組みの構築を目指し、政策決定に参画すること 

・ ビジネス・ケースの実践―持続可能な発展に向けた産業界としての取り組みを策定、実践すること 

・ ベスト・プラクティスの提示―持続可能な発展のための問題解決に対する産業界の進捗を提示し、 
WBCSDメンバー間でその先進的な事例を共有すること 

・ グローバルな展開―開発途上国の持続可能な将来に貢献すること 

http://www.unglobalcompact.org/
http://www.unic.or.jp/globalcomp/index.htm
http://www.wbcsd.org
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1999年3月27日に締結されたルノーと日産のアライアンス（提携）は、世界に類を見ない企業アライ

アンスの成功例として10周年を迎えました。このパートナーシップは、互いの企業文化やブランドを尊重し

合うことを基本とした、日本とフランスの企業間で結ばれた初のアライアンスです。両社は今後も共通の目

標と理念を掲げ、一貫性のある共通の戦略によって、ともに利益ある成長を目指します。

アライアンス・ビジョン

2004年3月、アライアンス5周年を機に、両社のアライアンスのさらなる飛躍に向けた決意を表明すると

ともに、両社で共有すべき価値観および理念について再確認しました。

ルノー・日産アライアンス 

アライアンスの普遍的な理念 

ルノーと日産のアライアンスは、株式を相互に保有し合う 
2つのグローバル企業が、下記の基本理念の実現を通じ、力を結集して 
高い成果を目指す、世界に類のないパートナーシップである。 

1.双方に有益（Win-Win）な結果をもたらすことを目的として、 
  建設的なアプローチにより両社の強みを相互に活用することで、 
  最大限のシナジーを創出する。 

2.おのおのの企業の自律性を確保し、かつ、おのおのの 
  企業アイデンティティおよびブランド・アイデンティティを尊重し合う。 

アライアンス・ビジョン―目指すべき姿 

共有すべき志 

 ・ アライアンスは、世界の持続可能な発展、すなわち環境・社会的責任・ 
  経済の調和のとれた発展に貢献する。 

 ・ アライアンスは、それぞれの株主に対し魅力的なリターンをもたらす。 

 ・ アライアンスは、魅力的な仕事とやりがいのある挑戦を社員に提供し、 
  つねに優秀な人財を引きつけ、グローバルな視野と起業家精神を 
  育成する。 

 

マネジメント指針 

 ・ アライアンスは、相互の信頼と尊敬および高い透明性に基づいている。 

 ・ アライアンスの普遍的な理念は、以下のとおり世界の模範となるような 
  企業統治を実践する。 
  ―明確な意思決定による迅速な実行、結果に対する明確な責任、 
  意欲的な水準の業績を目指す。 
  ―両社の強みを相互に活用し、双方に有益（Win-Win）な 
  シナジーを創出することで効率の最大化を図る。 

3つの目標 

アライアンスは、利益ある成長戦略を策定・実行し、 
以下3つの目標達成を目指す。 

 1.各地域、各市場セグメントで、製品品質、魅力品質、販売・サービス品質 
  の3分野において、ベスト3に入る自動車グループであると 
  お客さまから認識されること。 

 2.おのおの得意とする特定の領域で責任あるリーダーシップを発揮し、 
  将来的に重要な技術で、世界のベスト3に入る自動車グループに 
  なること。 

 3.高い営業利益率を維持し、つねに成長することにより、 
  両社の営業利益合計額が、世界の自動車グループ中で 
  つねに3位以内に入る企業グループになること。 

力の結集、そして成果へ、独自の協力関係を基盤に最大限のシナジーを追求

ルノーと日産のアライアンス（提携）

「メガーヌ」（ルノー） 「キューブ」（日産）
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アライアンスのさらなる強化

2008年、ルノーと日産のグローバル販売台数は600万台を超え、世界第3位の自動車グループとなりま

した。今日、世界的な経済危機に見舞われている自動車業界において、ルノーと日産はアライアンスという

ユニークな競争優位性を持っています。アライアンス締結から10年を経て、両社はこの協力関係を新たな

段階へと発展させることを決めました。それにともない、10年間に培われた異文化間のマネジメントや経験

の共有から得たノウハウを最大限に活用するための小規模な専門チームを設置します。ダイバーシティの精

神のもと、新チームにはルノーから5名、日産から6名が参加します。

若手技術者がともに技術力向上に挑む「アライアンス・エンジニア交流プログラム」

ルノーと日産は、技術面での関係強化を目的とした「アライアンス・エンジニア交流プログラム（AEEP）」

を2005年度から実施しています。AEEPでは両社から選抜された若手エンジニアがペアを組み、半年から

1年をかけて共通の課題に挑戦します。2008年度も4～6月に4件※のAEEPがスタートしました。AEEPを

通して得られた新たなシナジーの可能性については両社の担当役員に報告され、将来の共通技術プロジェ

クトの達成やアライアンス人財の育成に活用されます。

※車両開発、物流、製造のクロス・カンパニー・チームおよび品質のファンクショナル・タスク・チーム

http://www.nissan-global.com/
JP/COMPANY/PROFILE/
ALLIANCE/RENAULT01/

ルノーとの提携に関する詳しい情報は、 
上記のウェブサイトに記載しています。 
あわせてご覧ください。 

「アライアンス・エンジニア交流プログラム」

Message  f rom Our  A l l i ance  Pa r tne r

グザビエ ゴビーユ 

南アフリカ・ルノー 
社長 

お互いに対する強い信頼感と尊敬の心が、ルノー･日産アライアンスというユニークな企業提

携の重要な推進力となっており、南アフリカにおける両社の活動に多大な価値をもたらしていま

す。私たち南アフリカ・ルノーでは、個々に活動するより協力した方がはるかに効果的であるとい

うことを、これまでの業務を通じて社員一人ひとりが学びました。南アフリカ日産自動車会社と

の協力関係なくして、今日あるような成果は到底成し遂げられなかったことでしょう。ルノー・日

産のアライアンスは名目だけでなく、確実に機能しています。こうした機会に恵まれたことを、私

たちは大変幸運に思っています。

アライアンス担当者からのメッセージ

地理的拡大の成功の鍵となるアライアンス

http://www.nissan-global.com/JP/COMPANY/PROFILE/ALLIANCE/RENAULT01/
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ここでは経営陣や社員から寄せられた、自身の実体験や日ごろの業務を通じて考えている

「サステナビリティ」への思いをご紹介します。

遠藤 淳一 

日産自動車株式会社（日本） 
常務執行役員 

豊増 俊一 

日産自動車株式会社（日本） 
電子技術開発本部・ 
EV技術開発本部 
執行役員 

ステークホルダーへの価値を向上するうえで、日産のライフケアビークル（LV：福祉車両）について

は、現在「出かける喜びを、1人でも多くの方へ」をコンセプトとして取り組んでいます。以前は「誰で

も自由に移動できることを目指して」というコンセプトのもとに日産のライフケアビークルを位置づけ

ていました。似たような言葉ではありますが、実は大きな違いがあります。この言葉に変更したのには

ひとつの体験がベースとなっています。あるとき、重い脳障がいを持つお子さまのお父さまから「“誰

でも自由に移動できるクルマ”というのは、とても自分の子どもを想定して言っているとは思えず、

メーカーとしてのおごりを感じる」とのご意見を頂いたのです。これがそれまでの発想を見直すきっか

けとなりました。

「1人でも多くの方へ」というコンセプトは、より誠実であり、より持続可能であると信じています。関

係会社のオーテックジャパンと協力して、今後はライフケアビークルを海外にも普及させていきたいと

考えています。

日産は、電気自動車（EV）の商品化に向けた技術開発に極めて真剣に取り組んでいます。日産の技

術者は、EV開発を通して多くの重要な使命を担っており、たとえば“走行距離を1kmでも伸ばす高効

率のEV動力モーター開発”や“クルマが減速するときの運動エネルギーを電気エネルギーとして、1

ワットでも回生するブレーキシステム開発”などに挑戦しています。日産のEVは、ゼロ・エミッション車

であると同時に、もっともエネルギー効率の高いクルマとなることを目指しています。またEVは、新た

な社会貢献のヒントや可能性を数多く与えてくれます。たとえば、EVに搭載されているバッテリーは、

将来的に太陽エネルギーや風力などの自然エネルギーを貯蔵したり、場所を選ばずにそのエネル

ギーを活用することも考えられます。

今、日産のEV技術開発現場は元気です。新たな社会貢献テーマを、技術で解決しようとする興奮や、

技術の最先端への挑戦がその原動力です。そして、政府や行政、幅広い産業や企業、大学とダイナミッ

クに連携して知恵を集め、持続可能なクルマ社会の創造をより確かなものにしたいと考えています。
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黒坂 麻衣子 

日産自動車株式会社（日本） 
アライアンスCEOオフィス 

ブレット ラスムッセン 

北米日産会社（米国） 
ファシリティ ユーティリティ 
環境エンジニアリング セクション 
ユーティリティ エンジニア 

ヴェンカテスヴァラン T. R.

インド日産会社 
財務・管理部 
責任者 

木内 一夫 

日産自動車株式会社（日本） 
いわき工場 製造課 
工長・主任 

キャントン工場ではクルマ1台の生産にかかるエネルギー使用量の削減に積極的に取り組んでおり、

現在2つの対策を進めています。1つ目は「寄せ止め」（余った生産ラインを止め、集約すること）です。

たとえば塗装分野では、減産にともない、塗料を定着させる乾燥炉一基を停止させました。2つ目は、

すべての給気設備に可変周波数ドライブを設置し、エネルギー効率を上げる取り組みです。この結果、

年間500万kW時以上の節電、2,000トン以上のCO2排出量削減が可能となる見通しです。こうした戦

略により、工場全体のエネルギーコストが大幅に低下し、キャントン工場はミシシッピ州で唯一のエナ

ジースター準拠工場となっています。

2009年3月でルノー・日産アライアンスは10周年を迎えました。アライアンスのコーディネートを通

じて、互いの声に耳を傾け、相互の立場を理解する重要性を日々実感しています。Win-Winを意識しな

がら、丁寧なコミュニケーションを通じて信頼を構築すること。意見がぶつかっても、文化的背景や考え

方まで思いをめぐらせ、互いに納得いく解決策を導き出すよう努力すること。そうした姿勢が、将来に渡

りシナジーを生み出す健全な関係を築いていきます。現在もルノーと良好な関係を保っているのは、過

去アライアンスに携わった方々の、そういった努力の積み重ねであると感じます。今後も、これまで築き

上げてきた強い絆を引き継ぎ、さらに未来へ向かって育てていくことが私たちの責務だと考えています。

インド日産会社では、チェンナイ市に大規模生産拠点を立ち上げるプロジェクトを進めています。し

かし、昨今の厳しい経済情勢のもと、課題はますます山積しています。こうした不安定な状況下では、

あらゆる対策を講じて事業を継続し、業務を円滑に進めるためのキャッシュフローを確保しなければ

なりません。それには社員一人ひとりによるコスト削減や、外部費用の抑制が必要です。なぜなら、プ

ロジェクトはいまだ計画段階にあり、実際の立ち上げには熱心な投資活動と徹底したコスト比較が不可

欠だからです。そうした努力の積み重ねにより、事業を継続させ、厳しい時期を乗り越えて2010年に

はインド発の「夢のクルマ」が発売できると信じています。

いわき工場では、日産を代表する高級車に搭載するVQエンジンを生産しています。2008年度には

生産累計台数500万台を達成し、現在は600万台を目標に社員一丸となって取り組んでいます。お客

さまに高品質なエンジンをお届けするため、前工程から「不良品は受け取らない」、自工程で「不良品

をつくらない」、後工程へ「不良品を流さない」ことをつねに意識しながら、部品一つひとつに目を光ら

せ、工程ごとに綿密な品質管理をしています。米国ワーズ社が選ぶ「10ベストエンジン」の14年連続

受賞という誇りを持ち、またプロ集団としての自覚を胸に、今後も進化し続けるVQエンジンを発信し

ていきたいと思います。
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八田 健太郎 

日産自動車株式会社（日本） 
EV技術開発本部 
EVエネルギー開発部 
バッテリー設計グループ 

エカテリーナ クラフチュク 

日産ロシア自動車会社 
マーケティング部 
プロダクト コーディネーター 

レネ エリック カストロ ヘレッラ 

メキシコ日産自動車会社 
アグアスカリエンテス工場 
環境コントロールオフィス 
スーパーバイザー 

ヤオ シャオイン 

日産（中国）投資有限公司 
北京R&D部 
副課長 

中国は、日産の世界戦略にとってますます重要になっています。そのため、北京R&D部の全員がや

りがいを感じつつも、果たすべき責任の重さを痛感しています。中国で日産の販売台数が伸びている

のは、主に品質の高さによるものです。とくに、日産の先進的な環境・安全技術は、環境への配慮と責

任ある企業市民としての日産のサステナビリティに不可欠な要素となっています。ゼロ・エミッション

車でリーダーを目指し、より安全で快適な乗り心地を追求し続ける日産なればこそ、今後も各分野で

トップレベルの製品をお客さまに届けることができると信じています。

私はメキシコ日産に18年以上勤務しており、この9年間はアグアスカリエンテス工場の環境コント

ロールオフィスに所属しています。この仕事を通して学んだことは、社員一人ひとりが日常業務のあら

ゆる過程で、つねに環境を守り、改善するよう努めなければならないということです。アグアスカリエン

テス工場で始めた環境活動のひとつ「松林育成プログラム」は、社員や地域の人びとに松の苗木を配

り、周辺の空気を浄化しようという試みです。環境保護は決して容易な課題ではありませんが、メキシ

コ日産ではこうした活動に大いなる喜びを感じています。

ロシアはここ数年、日産の急成長市場のひとつとなっています。極めて有望な市場ですが、確たる地

位を築くには熾烈な競争に勝ち抜かなければなりません。日産のロシアでの販売台数は2004年の2

万8,500台から2008年には14万6,500台に増えたものの、ここにきてロシアも世界的な経済・金融

危機のあおりを受けています。増勢を維持するため、私たちは市場での地位の強化に努めています。

鍵となるのは斬新で競争力のある製品ラインアップです。お客さまの期待に応える新車をお届けし、日

産の高い水準を広く提供できるよう努力していきます。日産には力強い復活を遂げる潜在力がありま

す。今直面している課題は今後の発展の序章にすぎないのです。

現在ガソリンを主なエネルギー源とする自動車からは、走行中に多くのCO2が排出されており、これ

が環境に与える影響が問題視されています。私はガソリン代替燃料に興味があり、日産自動車へ入社

後、燃料電池自動車の開発に携わってきました。現在は、来年販売予定の電気自動車用バッテリー開発

を行う部署でバッテリーパックの設計をしています。ガソリン車から電気自動車のような電動車へ転換

することで、CO2の排出量を大幅に削減することができますが、成熟した技術を持つガソリン車と比較

すると、現状の電気自動車はユーザビリティに大きな差があります。ガソリン車と比べても遜色なく、

ユーザーが不便を感じない電気自動車をつくることを目標に開発を進めています。



124Nissan
Sus ta inab i l i t y  Repor t
2009

はじめに 

CEOメッセージ 

日産のCSR 

地球環境の保全 

安全への配慮 

ステークホルダーへの価値の向上 

コーポレートガバナンス 

社員一人ひとりが考える 
サステナビリティ 

事業概況 

第三者意見書 

001

002

006

023

060

074

111

121

125

129

イアン ケリー 

欧州日産自動車会社（フランス） 
車両リサイクリング部 
セクションマネジャー 

アルフレッド グロデック 

北米日産会社（米国） 
テクニカル コンプライアンス 
プロダクト セーフティ・環境部 
プランナー 

小林 絵里 

株式会社オーテックジャパン 
LV商品・販促企画部 
LV商品・販促企画グループ 

石戸 昌典 

日産自動車株式会社（日本） 
パワートレイン開発本部 
パワートレイン性能開発部 
燃費動力性能計画・開発グループ 

私が所属する車両リサイクリング部では、欧州で2000年から施行されているELV指令（使用済み自

動車に関する指令）が定める環境規制を確実に順守するよう努めています。ELV指令により、欧州で販

売した全車種の解体・リサイクル情報の公表が義務づけられていることから、2008年は新投入の

「インフィニティ」についても情報公開を行いました。このほか、域内の各日産事業所から排出される

CO2を削減するため、オフィス内の節電を呼びかける3ヵ年の省エネ運動を2008年にスタート。金融

危機の中、欧州日産では社員参加に重点を置いた省エネ活動を進めており、初年度は17%の節減を

果たしました。

全世界のCO2の約2割強が輸送機器からの排出であるという統計があります。統計方法でいろいろ

な説があり、正確な数値の算出は難しいのですが、わずか0.1%の改善であっても、世界的規模でみれ

ば莫大な量が減ることになります。測定誤差のような微小な改良にも力を入れる理由がここにあり

ます。2008年には日産の得意なCVT（無段変速機）技術を用いて、一般ドライバーの方でも、燃費の

良いベテランドライバーの運転に近づける技術を開発しました。社内テストでは平均5%の効果が出

ており、今年度から順次市場投入します。日産が全世界で100万台以上売り上げたCVT車すべてにこ

の技術が入ったらと想像すると、とてもやりがいを感じます。

以前は、ライフケアビークル（LV：福祉車両）に対して、高齢者や体の不自由な方が乗る「特別なク

ルマ」というイメージを持っていました。しかし担当してみると、LVは特別なものではなく、生活になく

てはならない存在であることを知りました。多くのお客さまから、LVによって「外出できるようになっ

た」「笑顔が増え、前向きになった」という声を聞き、これはLVのコンセプト「出かける喜びを、1人でも

多くの方へ」に通じるものだと感じています。1台のクルマによって、お客さまの生活や気持ちを変え

ることができる点は、企業としての社会的責任を果たすとともに、私たち一人ひとりのモチベーション

を上げ、その結果、LV事業全体のサステナビリティ向上につながると考えています。

地球環境について考える「アースデイ」が提唱され、米国をはじめとする世界各国で環境対策が始

まってから約40年。それ以来私たち人類は、今の生活の質を維持し、後世に引き継ぐには環境保護が

不可欠であることを強く認識するようになりました。日産においても、末長く事業を継続していくため、

新たな低排出ガス、さらにはゼロ・エミッション技術の導入を目指して開発を進めています。私は、政府

の環境保護当局と協力しながら、クルマがその一生を通して性能を発揮できるエミッション技術を開

発しており、高い品質を通してお客さまの期待に応えていくという職務に大きなやりがいを感じてい

ます。
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2008年度の連結決算は、売上高が8兆4,370億円、営業損失が1,379億円、経常損失が1,727億円、

当期純損失が2,337億円となりました。

2008年度のグローバル販売台数は、対前年度比9.5%減の341万1,000台 となりました。北米の

販売台数は、同16.2%減の113万3,000台となり、米国の販売台数は同19.1%減の85万6,000台で

した。日本の販売台数は同15.1%減の61万2,000台となり、欧州の販売台数は同16.7%減の53万

台でした。一般海外市場の販売台数は、同7.1%増の113万6,000台となりました。

日産では金融危機と景気後退に対応すべく、速やかに対策を講じました。現在、社員が一丸となり、

業績回復に向け全力を尽くしています。

連結売上高 

連結営業利益 

営業外損益 

経常利益 

特別損益 

当期純利益 

設備投資 

研究開発費 

減価償却費 

–23,872

–9,287
—

–9,391
—

–7,160

—

—

—

差異 

84,370

–1,379
–348

–1,727
–461

–2,337

3,836

4,555

4,212

2008年度 

2008年度 為替レート  ¥100.7/$  ¥144.1/€

108,242

7,908

–244

7,664

+16

4,823

4,289

4,575

3,709

2007年度 

2008年度 財務実績（億円） 
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パフォーマンスデータ 

連結従業員数 

個人株主数 

法人税等の支払額 

研究開発費（売上高比率） 

設備投資額（売上高比率） 

災害支援時の会社からの支出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日産自動車（株） 従業員数 

 平均年齢 

 平均勤続年数 

 平均年間給与※ 

 障がい者雇用率 

 育児休職取得者数 

 介護休職取得者数 

 組合員総数 

175,766人 

317,000人 

902億円 

4,555億円（5.4%） 

3,836億円（4.5%） 

3,000万円
（日産自動車（株）単独 ： 
中国・四川省大地震他）

50,000豪ドル（約300万円）、 
最大6ヵ月間の無償カーリース100台

（豪州日産自動車（株） ： 
豪州の大規模山火事）
キャシュカイ10台

（東風汽車有限公司（中国） ： 
中国・四川省大地震）

30,718人

41.6歳

19.9年

7,280,776円

約2.1%

111人

4人

27,822人

2008年度 

180,535人 

249,000人 

1,649億円 

4,575億円（4.2%） 

4,289億円（4.0%） 

650万円 
（日産自動車（株）単独） 

557万円 
（日産自動車社員と日産労組の募金 ： 

能登半島地震・新潟中越沖地震） 

31,453人 

41.4歳 

19.9年 

7,138,692円 

約2.1% 

148人 

5人 

29,025人 

2007年度 

※平均年間給与は部課長を除く一般従業員。賞与および基準外賞金を含む

186,336人 

195,550人 

2,689億円 

4,648億円（4.4%） 

5,090億円（4.9%） 

1,000万円 
（日産自動車（株）単独） 

318万円 
（日産自動車とインドネシア日産の 

社員募金 ： ジャワ島中部地震被災地） 

32,746人 

41.5歳 

20.1年 

7,226,628円 

約2.0% 

98人 

4人 

30,521人

2006年度 

地域別連結従業員数 
（2009年3月末現在） 

日本 

北米 

欧州 

一般海外地域 

連結従業員数 

85,697人

25,186人

14,782人

50,101人

175,766人 

労働組合の状況 

日産自動車（株）の従業員は全日産自動車労働組合に加入し、同組合は全日産・一般業種労働組合連合会を上部団体とし、
全日本自動車産業労働組合総連合会を通じ、日本労働組合総連合会に加盟しています。労使関係は安定しており、2009年3
月末現在の組合員総数は27,822名。このほかに、一部の従業員が加入する組合として全日本金属情報機器労働組合日産自
動車支部があり、組合員数は2009年3月末現在1名。 
なお、日本国内のグループ各社においては大半の企業で会社別労働組合が存在し、全日産・一般業種労働組合連合会を上
部団体としています。 
また、海外のグループ各社では、メキシコにおいてはメキシコ労働者総同盟を上部団体とする労働組合および独立系の労働
組合、英国においては合同機械電気労組など、各国の労働環境に即した労働組合が存在します。

車種別販売台数（トップ5） 

セレナ 

モコ 

ティーダ（ティーダ ラティオ含む） 
ノート 

キューブ 

65,264

60,613

57,564

56,219

47,610

車名 2008年度 
（2008/4—2009/3）

日本 （台） 

セレナ 

アルティマ 

セントラ 

ティーダ 

ローグ 

ムラーノ 

242,919

92,464

82,453

73,821

61,073

車名 2008年度 
（2008/4—2009/3） 

米国 （台） 

アルティマ 

キャシュカイ 

マイクラ（マイクラ C+C含む） 
ノート 

エクストレイル 

ティーダ 

177,962

73,284

67,510

48,060

34,654

車名 2008年度 
（2008/4—2009/3） 

欧州 （台） 

キャシュカイ 

グローバル拠点（2009年6月現在） 

研究開発拠点 ： 12ヵ国・地域（日本、米国、英国、台湾、中国、タイ、インド、南アフリカ、 
メキシコ、ブラジル、スペイン、ベルギー） 

デザイン拠点 ： 3ヵ国（日本、米国、英国に計5ヵ所） 

車両生産工場 ： 18ヵ国・地域（日本、米国、英国、スペイン、台湾、中国、タイ、フィリピン、 
マレーシア、インドネシア、メキシコ、ブラジル、イラン、南アフリカ、ケニア、エジプト、 
パキスタン、ロシア） 
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事業等のリスク 

事業等のリスクに関する情報は以下のとおり。有価証券報告書（2008年3月期）に掲載したものと同様の内容です。

【経済状況】

当社グループの製品の需要は、製品を販売している国または地域の経済状況の影響を受けている。したがって、日本はもとよ

り、当社グループの主要な市場である北米、欧州、一般海外地域における景気、およびそれにともなう需要の変動については正確

な予測に努めているが、予測を超えた変動があるときは、当社グループの業績および財務状況に影響を及ぼす可能性がある。

【国際的活動および海外進出に関するリスク】

当社グループの海外での生産および販売活動は、米国や欧州、一般海外地域で行われている。これらの海外市場への事業進出

の際には以下に掲げるようなリスクの検討を十分行っている。しかしながら、予期しないリスクが発生したときは、当社グループ

の業績および財務状況に影響を及ぼす可能性がある。

・不利な政治または経済要因

・法律または規則の変更

・潜在的な不利な税影響

・ストライキ等の労働争議

・人材の採用と確保の難しさ

・テロ、戦争、その他の要因による社会的混乱

【研究開発活動】

当社グループの技術は、世の中のニーズに即し、有用かつ現実的で使いやすいものでなくてはならない。当社グループは、将

来の世の中のニーズを予測し、優先順位をつけ、新技術に投資している。しかし、予測を超えた環境の変化や、世の中のニーズの

変化により、最終的にお客さまにその新技術が受け入れられない可能性がある。

【製品の欠陥】

当社グループは、製品の安全を最優先の課題として開発・製造から販売サービスまで最善の努力を傾けている。製造物にかか

る賠償責任については保険に加入しているが、保険でカバーされないリスクもあり、また顧客の安全のため大規模なリコールを

実施した場合には多額のコストが発生する等、当社グループの業績と財務状況に影響が及ぶ可能性がある。

【為替レートの変動】

当社グループは海外各国に輸出を行っている。一般的に他の通貨に対する円高は当社グループの業績に悪影響を及ぼし、反対

に、円安は当社グループの業績に好影響をもたらすことになる。また、当社グループが生産を行う地域の通貨価値が上昇した場

合、それらの地域の生産コストや調達コストを押し上げ、当社グループの競争力の低下をもたらす可能性がある。

【通貨ならびに金利リスクヘッジ】

当社グループは外貨建債権債務の為替変動のリスク回避、有利子負債の金利変動リスク回避および、コモディティの価格変動

リスク回避を目的とし、デリバティブ取引を行うことがある。こうしたデリバティブ取引によりリスクを回避することができる一方

で、為替変動、金利変動等によってもたらされる利益を享受できないという可能性がある。また、これらデリバティブ取引を行う場

合は信用度の高い金融機関を相手に行うが、万が一それらの金融機関が倒産するような場合には、当社グループの業績と財務状

況に影響を及ぼす可能性がある。

【重要な訴訟等】

現在、当社およびグループ関連会社を相手とした訴訟については、当社側の主張・予測と相違する結果となるリスクもあり、当

社グループの業績と財務状況に影響を及ぼす可能性がある。

【公的規制】

自動車業界は、排出ガス基準、ガソリン燃費基準、あるいは騒音等、環境や安全に係る規制の影響を受けやすく、これらの規制

は今後よりいっそう厳格になる傾向にある。これら法規制を順守するために投資等の多大な出費が必要となり、これらのコストの

増加は当社グループの業績と財務状況に影響を及ぼす可能性がある。

【知的財産保護の限界】

当社グループは、他社製品と差異化できる技術とノウハウを保持している。これらの技術とノウハウは今後の当社グループの

発展には不可欠なものである。これらの資産の保護については最善の努力を傾注しているが、特定の地域では知的財産権によ

る完全な保護が困難であったり、または限定的にしか保護されない状況にある。当社は2004年4月より、このような特定の地域
での知的財産を保護し、日産の知的活動の成果を守る活動を強化すること、さらには新たな知的財産を抽出することを狙いとし

て、専門の部署を設け、日産ブランドの保護・創造活動を行っているが、第三者が当社グループの知的財産を使用して類似した製

品を製造することを防止できない可能性がある。

【自然災害】

日本を本拠とする当社グループにとって、現在そして今後も最大のリスクのひとつであり続けるものに地震リスクがある。当社

グループでは、地震リスクマネジメント基本方針を設定するとともに、最高執行責任者（COO）をトップとするグローバルベース
の地震対策組織を設置している。また、工場などの建屋や設備などの耐震補強を積極的に推進している。しかし、大規模な地震

により、操業を中断するような場合は、当社グループの業績と財務状況に影響を及ぼす可能性がある。

【販売金融事業のリスク】

販売金融事業は重要なコアビジネスのひとつである。当社グループの販売金融部門は、徹底したリスク管理により高い収益性

と健全な財務状態を維持しながら、自動車販売を強力にサポートしている。また、当社内にグローバル販売金融ビジネスユニット

を設置し、さらなるリスク管理の強化に取り組んでいる。しかし、販売金融には、金利変動リスク、残存価格リスク、信用リスク等の

リスクが避けられない。これらのリスクが当社グループの業績と財務状況に影響を及ぼす可能性がある。

【取引先の信用リスク】

当社グループは数多くの取引先と取引を行っている。当社グループは毎年、調達先については調達先の財務情報をもとに独自

の格付けを行っており、またその他の取引先についても信用リスクに備えている。しかし、倒産のような予期せぬ事態により債権

回収に支障が発生した場合等、当社グループの業績と財務状況に影響を及ぼす可能性がある。

【退職給付債務】

当社グループの従業員退職給付費用および債務は、割引率等数理計算上で設定される前提条件や年金資産の期待収益率に基

づいて算出されている。実際の結果が前提条件と異なる場合、または前提条件が変更された場合、その影響は累積され、将来に

わたって規則的に認識されるため、一般的には将来期間において認識される費用および計上される債務に影響を及ぼすことに

なる。

【原材料および部品の購入】

当社グループは、多数の取引先から原材料および部品を購入している。当社グループがコントロールできない市況変動ならび

にその取引先が継続的に原材料および部品を確保できるかどうか等は、当社グループの業績と財務状況に影響を及ぼす可能性

がある。
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ブルーシチズンシップ はじめに 

CEOメッセージ 
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安全への配慮 

ステークホルダーへの価値の向上 

コーポレートガバナンス 

社員一人ひとりが考える 
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第三者意見書 
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日産では、「青い地球を守りたい」「人や社会と共生する企業市民でありたい」という思いを「ブルーシチ

ズンシップ」という言葉で表し、さまざまな取り組みを行っています。それは、地球環境保護のようなグロー

バルなものから、地域社会への貢献、ダイバーシティ（多様性）の推進、そしてより多くの人びとにクルマで移

動する喜びを提供することなど、極めて多岐にわたります。

日産は今後、世界中の人びとと協力しながら「ブルーシチズンシップ」の活動を長期的に継続し、拡大して

いきます。

地域社会や 
人びとへの貢献 

より安全な 
クルマ社会に向けて 

高品質な商品や 
サービスの創造 

環境にやさしい 
クルマや街づくり 

クルマをもっと身近に 

ブルーシチズンシップ 
それは、「人や社会と共生する企業市民でありたい」という日産の思いです。 
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第三者意見書 

Th i rd -Pa r t y  E va lua t i on

国連環境計画・
金融イニシアチブ
特別顧問

末吉 竹二郎 氏

私は世界的自動車メーカーには3つの大きな責任があると考えてい

ます。第1は安全なクルマづくり、第2は地球温暖化への取り組み、そし

て第3は、新しいモビリティ社会の創造です。その視点から「サステナビ

リティレポート2009」を読むと、日産自動車の取り組みが詳しく報告さ

れており、素晴しい出来栄えになっていると思います。少し詳しく見てみ

ましょう。

第1は安全なクルマです。クルマはわれわれの生活になくてはならな

いものですが、ときとして凶器に変わります。それを避けるために、事故

に巻き込まれない、仮に事故に巻き込まれても「クルマが人を守る」こ

とを目指す日産の安全志向の姿勢はなるほどとうなずけます。「当社の

クルマが関与する事故の死亡・重傷者数を2015年までに半減する、究

極にはゼロを目指す」という極めて意欲的な目標を掲げる姿勢は立派

です。その姿勢に共感します。

第2は温暖化問題への取り組みです。地球温暖化が深刻さを増す中、

排気ガスに含まれるCO2が温暖化の原因となるクルマづくりを本業とす

る日産が、そのCO2排出量削減に取り組むのは当然ですが、世界が

「2050年までに70%削減」を目指すべきとの認識のもとに、意欲的に

削減に取り組む姿勢は鮮明です。たとえば、経営指標「QTC」にCO2排

出量削減の指標である「C」を組み込んだ「QTC・C」は誠に適切であり、

日産の本気度がうかがえます。

第3は将来のモビリティ社会のあり方です。CO2を出さないモビリティ

社会は人類社会の悲願です。世界的自動車メーカーとして大きな責任

を担う日産は早くから「人とクルマと自然の共生」を掲げ、さまざまなプ

ロジェクトに取り組んでいます。究極にはゼロ・エミッション車を世界に

広げ、ITSを活用していっそう環境に適したモビリティ社会をつくるとす

る日産の強い意欲を歓迎します。

無論、企業の社会的責任はこれら3つに限りません。世界でビジネスを

展開する日産がその他の世界的問題にどう責任を果たすのか。多様な

ステークホルダーとの関係をどう築くのか、信頼される企業として経営

のガバナンスをどう確保するのか、なども劣らず重要です。「サステナビ

リティレポート2009」はそれらの分野についても詳しい情報を提供して

います。

このように立派な出来栄えのレポートですが、それを一般の読者が読

みこなすには難しいものになっています。難しい言葉もさることながら、

多彩な情報が所狭しと並んでいます。果たしてそれらがすべて必要か。

日産のCSRについても、ビジョン、ミッション、ウェイ、方針といった表現

で複雑な説明になっています。より多くの読者に同社の本当の姿を理解

してもらうには、専門家だけでなく一般読者の視線に立ったレポートづ

くりが望まれます。

さて、自動車業界を取り巻く経営環境は極めて厳しいものがあります。

地球温暖化も進行が止まりません。そういった中で、日産はこのレポート

が示すように社会に対して多くのコミットをしています。それらをどう

やって一つひとつ確実に実践していくのか、時間の経過とともにその結

果が問われます。

日産は同社のゼロ・エミッション車がさっそうと登場し、人びとの生活

がより豊かになる夢を掲げています。多くの市民とともにその日が一日

も早く来ることを心から期待しています。
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社会的責任投資（SRI）への組み入れ

財務面だけでなく、環境や社会性の観点から企業を評価し、投

資対象を選ぶSRI（Socially Responsible Investment）が注
目されています。

日産はFTSE4Good、モーニングスター社会的責任投資株価
指数などのSRIインデックスに組み入れられています。（2009
年6月現在）

FTSE4Good インデックスシリーズ
英国のフィナンシャル・タイムズとロンドン証券取引所が
共同出資する独立企業のFTSE社が開発

モーニングスター社会的責任投資株価指数（MS-SRI）
日本の独立系評価機関であるモーニングスターが開発した、
日本で初めての社会的責任投資株価指数

報告範囲

本レポートでは、日産のグローバルな方針や取り組み、考え方を
中心にご紹介しています。地域性のある取り組みについては、該
当する地域名の記載等により、その旨を本文中でお伝えしてい
ます。

対象期間

2008年度（2008年4月～2009年3月）を中心に、同期間の前
後の活動内容も含めて記載しています。

第三者認証について

サステナビリティレポートの第三者認証については、グローバルに
普遍的な手法が確立されているとはいえず、本来の目的である報
告書の信頼確保という段階には至っていないことを勘案し、導入
を見送っています。

参考にしたガイドライン

本レポートは、GRI「持続可能性報告のガイドライン」、環境省「環
境報告書ガイドライン」を参考にしています。さらに、ガイドライン
での報告対象以外の活動についても幅広くご紹介しています。

見通しに関する注意事項

このサステナビリティレポートの記載内容には、歴史的事実や、当
社の将来にかかわる計画、目標およびそれに基づく事業計画や考
え方が含まれています。実際の業績は、さまざまな要因により、こ
れらの見通しとは大きく異なる結果となり得ることをご承知おき
ください。日産の事業活動やその展開だけでなく、世界経済の動
向や自動車産業を取り巻く情勢の変化、地球環境の変化なども、
実際の業績に大きな影響を与え得る要因となります。

発行後に誤記などが確認された場合には、その正誤情報を以下
のウェブサイト上にて、ご案内いたします。
http://www.nissan-global.com/JP/COMPANY/CSR

［ お問い合わせ先 ］

日産自動車株式会社

〒104-8023
東京都中央区銀座六丁目17番1号
グローバルコミュニケーション・CSR本部
グローバルブランドコミュニケーション・CSR部 CSRグループ

Tel：03-5565-2132  Fax：03-3546-2669
E-mail：NISSAN_SR@mail.nissan.co.jp 発行年月日 2009年6月23日

2009年8月18日より、下記住所に移転します。

〒220-8686
神奈川県横浜市西区高島一丁目1番1号

Tel：045-523-5548  Fax：045-523-5771

http://www.nissan-global.com/JP/COMPANY/CSR

